
 

中 学 校
新学習指導要領 現行学習指導要領

国 語

第１学年 Ａ　話すこと・聞くこと
（1）話すこと・聞くことに関する次の事項を身に付け
ることができるよう指導する。
ア　目的や場面に応じて、日常生活の中から話題を
決め、集めた材料を整理し、伝え合う内容を検討
すること。
イ　自分の考えや根拠が明確になるように、話の中
心的な部分と付加的な部分、事実と意見との関係
などに注意して、話の構成を考えること。
ウ　相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分か
りやすく伝わるように表現を工夫すること。
エ　必要に応じて記録したり質問したりしながら話
の内容を捉え、共通点や相違点などを踏まえて、
自分の考えをまとめること。
オ　話題や展開を捉えながら話し合い、互いの発言
を結び付けて考えをまとめること。

Ａ　話すこと・聞くこと
（1）話すこと・聞くことの能力を育成するため、次の
事項について指導する。
ア　日常生活の中から話題を決め、話したり話し合っ
たりするための材料を人との交流を通して集め整
理すること。

イ　全体と部分、事実と意見との関係に注意して話
を構成し、相手の反応を踏まえながら話すこと。

ウ　話す速度や音量、言葉の調子や間の取り方、相
手に分かりやすい語句の選択、相手や場に応じた
言葉遣いなどについての知識を生かして話すこと。

エ　必要に応じて質問しながら聞き取り、自分の考
えとの共通点や相違点を整理すること。

オ　話合いの話題や方向をとらえて的確に話したり、
相手の発言を注意して聞いたりして、自分の考え
をまとめること。

第２学年 Ｂ　書くこと
（1）書くことに関する次の事項を身に付けることがで
きるよう指導する。
ア　目的や意図に応じて、社会生活の中から題材を
決め、多様な方法で集めた材料を整理し、伝えた
いことを明確にすること。
イ　伝えたいことが分かりやすく伝わるように、段
落相互の関係などを明確にし、文章の構成や展開
を工夫すること。
ウ　根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、
表現の効果を考えて描写したりするなど、自分の
考えが伝わる文章になるように工夫すること。
エ　読み手の立場に立って、表現の効果などを確か
めて、文章を整えること。
オ　表現の工夫とその効果などについて、読み手か
らの助言などを踏まえ、自分の文章のよい点や改
善点を見いだすこと。

Ｂ　書くこと
（1）書くことの能力を育成するため、次の事項につい
て指導する。
ア　社会生活の中から課題を決め、多様な方法で材
料を集めながら自分の考えをまとめること。

イ　自分の立場及び伝えたい事実や事柄を明確にし
て、文章の構成を工夫すること。

ウ　事実や事柄、意見や心情が相手に効果的に伝わ
るように、説明や具体例を加えたり、描写を工夫
したりして書くこと。

エ　書いた文章を読み返し、語句や文の使い方、段
落相互の関係などに注意して、読みやすく分かり
やすい文章にすること。

オ　書いた文章を互いに読み合い、文章の構成や材
料の活用の仕方などについて意見を述べたり助言
をしたりして、自分の考えを広げること。

第３学年 Ｃ　読むこと
（1）読むことに関する次の事項を身に付けることがで
きるよう指導する。
ア　文章の種類を踏まえて、論理や物語の展開の仕
方などを捉えること。

Ｃ　読むこと
（1）読むことの能力を育成するため、次の事項につい
て指導する。
ア　文脈の中における語句の効果的な使い方など、
表現上の工夫に注意して読むこと。
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イ　文章を批判的に読みながら、文章に表れている
ものの見方や考え方について考えること。

ウ　文章の構成や論理の展開、表現の仕方について
評価すること。

エ　文章を読んで考えを広げたり深めたりして、人
間、社会、自然などについて、自分の意見をもつ
こと。

イ　文章の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設
定の仕方をとらえ、内容の理解に役立てること。

ウ　文章を読み比べるなどして、構成や展開、表現
の仕方について評価すること。

エ　文章を読んで人間、社会、自然などについて考
え、自分の意見をもつこと。

オ　目的に応じて本や文章などを読み、知識を広げ
たり、自分の考えを深めたりすること。

社 会

地理的
分野

Ｂ　世界の様々な地域
（1）世界各地の人々の生活と環境

場所や人間と自然環境との相互依存関係などに着
目して、課題を追究したり解決したりする活動を通
して、次の事項を身に付けることができるよう指導
する。
ア　次のような知識を身に付けること。
（ア）人々の生活は、その生活が営まれる場所の自
然及び社会的条件から影響を受けたり、その場所
の自然及び社会的条件に影響を与えたりすること
を理解すること。

（イ）世界各地における人々の生活やその変容を基
に、世界の人々の生活や環境の多様性を理解する
こと。その際、世界の主な宗教の分布についても
理解すること。

イ　次のような思考力、判断力、表現力等を身に付
けること。

（ア）世界各地における人々の生活の特色やその変
容の理由を、その生活が営まれる場所の自然及び
社会的条件などに着目して多面的・多角的に考察
し、表現すること。

（1）世界の様々な地域
ア　世界の地域構成
地球儀や世界地図を活用し、緯度と経度、大陸

と海洋の分布、主な国々の名称と位置、地域区分
などを取り上げ、世界の地域構成を大観させる。

イ　世界各地の人々の生活と環境
世界各地における人々の生活の様子とその変容

について、自然及び社会的条件と関連付けて考察
させ、世界の人々の生活や環境の多様性を理解さ
せる。

ウ　世界の諸地域
世界の諸地域について、以下の（ア）から（カ）

の各州に暮らす人々の生活の様子を的確に把握で
きる地理的事象を取り上げ、それを基に主題を設
けて、それぞれの州の地域的特色を理解させる。

（ア）アジア
（イ）ヨーロッパ
（ウ）アフリカ
（エ）北アメリカ
（オ）南アメリカ
（カ）オセアニア
エ　世界の様々な地域の調査
世界の諸地域に暮らす人々の生活の様子を的確

に把握できる地理的事象を取り上げ、様々な地域
又は国の地域的特色をとらえる適切な主題を設け
て追究し、世界の地理的認識を深めさせるととも
に、世界の様々な地域又は国の調査を行う際の視
点や方法を身に付けさせる。

歴史的
分野

（2）現代の日本と世界
課題を追究したり解決したりする活動を通して、

次の事項を身に付けることができるよう指導するこ
と。
ア　次のような知識を身に付けること。
（ア）日本の民主化と冷戦下の国際社会

冷戦、我が国の民主化と再建の過程、国際社会
への復帰などを基に、第二次世界大戦後の諸改革
の特色や世界の動きの中で新しい日本の建設が進
められたことを理解すること。

（イ）日本の経済の発展とグローバル化する世界
高度経済成長、国際社会との関わり、冷戦の終

結などを基に、我が国の経済や科学技術の発展に
よって国民の生活が向上し、国際社会において我

（6）現代の日本と世界
ア　冷戦、我が国の民主化と再建の過程、国際社会
への復帰などを通して、第二次世界大戦後の諸改
革の特色を考えさせ、世界の動きの中で新しい日
本の建設が進められたことを理解させる。

イ　高度経済成長、国際社会とのかかわり、冷戦の
終結などを通して、我が国の経済や科学技術が急
速に発展して国民の生活が向上し、国際社会にお
いて我が国の役割が大きくなってきたことを理解
させる。
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が国の役割が大きくなってきたことを理解するこ
と。
イ　次のような思考力、判断力、表現力等を身に付
けること。

（ア）諸改革の展開と国際社会の変化、政治の展開
と国民生活の変化などに着目して、事象を相互に
関連付けるなどして、アの（ア）及び（イ）につ
いて現代の社会の変化の様子を多面的・多角的に
考察し、表現すること。

（イ）現代の日本と世界を大観して、時代の特色を
多面的・多角的に考察し、表現すること。

（ウ）これまでの学習を踏まえ、歴史と私たちとの
つながり、現在と未来の日本や世界の在り方につ
いて、課題意識をもって多面的・多角的に考察、
構想し、表現すること。

公民的
分野

Ａ　私たちと現代社会
（1）私たちが生きる現代社会と文化の特色

位置や空間的な広がり、推移や変化などに着目し
て、課題を追究したり解決したりする活動を通して、
次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア　次のような知識を身に付けること。
（ア）現代日本の特色として少子高齢化、情報化、
グローバル化などが見られることについて理解す
ること。

（イ）現代社会における文化の意義や影響について
理解すること。
イ　次のような思考力、判断力、表現力等を身に付
けること。

（ア）少子高齢化、情報化、グローバル化などが現
在と将来の政治、経済、国際関係に与える影響に
ついて多面的・多角的に考察し、表現すること。

（イ）文化の継承と創造の意義について多面的・多
角的に考察し、表現すること。

（2）現代社会を捉える枠組み
対立と合意、効率と公正などに着目して、課題を
追究したり解決したりする活動を通して、次の事項
を身に付けることができるよう指導する。
ア　次のような知識を身に付けること。
（ア）現代社会の見方・考え方の基礎となる枠組み
として、対立と合意、効率と公正などについて理
解すること。

（イ）人間は本来社会的存在であることを基に、個
人の尊厳と両性の本質的平等、契約の重要性やそ
れを守ることの意義及び個人の責任について理解
すること。
イ　次のような思考力、判断力、表現力等を身に付
けること。

（ア）社会生活における物事の決定の仕方、契約を
通した個人と社会との関係、きまりの役割につい
て多面的・多角的に考察し、表現すること。

（1）私たちと現代社会
ア　私たちが生きる現代社会と文化
現代日本の特色として少子高齢化、情報化、グ

ローバル化などがみられることを理解させるとと
もに、それらが政治、経済、国際関係に影響を与
えていることに気付かせる。また、現代社会にお
ける文化の意義や影響を理解させるとともに、我
が国の伝統と文化に関心をもたせ、文化の継承と
創造の意義に気付かせる。

イ　現代社会をとらえる見方や考え方
人間は本来社会的存在であることに着目させ、

社会生活における物事の決定の仕方、きまりの意
義について考えさせ、現代社会をとらえる見方や
考え方の基礎として、対立と合意、効率と公正な
どについて理解させる。その際、個人の尊厳と両
性の本質的平等、契約の重要性やそれを守ること
の意義及び個人の責任などに気付かせる。
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数　学

第１学年 Ａ　数と式
（3）一元一次方程式について、数学的活動を通して、
次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア　次のような知識及び技能を身に付けること。
（ア）方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字
や解の意味を理解すること。

（イ）簡単な一元一次方程式を解くこと。
イ　次のような思考力、判断力、表現力等を身に付
けること。

（ア）等式の性質を基にして、一元一次方程式を解
く方法を考察し表現すること。

（イ）一元一次方程式を具体的な場面で活用すること。
〔用語・記号〕
自然数　素数　符号　絶対値　項　係数　移項　≦
　≧

Ａ　数と式
（3）方程式について理解し、一元一次方程式を用いて
考察することができるようにする。
ア　方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や
解の意味を理解すること。

イ　等式の性質を基にして、方程式が解けることを
知ること。

ウ　簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具
体的な場面で活用すること。

〔用語・記号〕
自然数　符号　絶対値　項　係数　移項　≦　≧

第２学年 Ｂ　図　形
（1）基本的な平面図形の性質について、数学的活動を
通して、次の事項を身に付けることができるよう指
導する。
ア　次のような知識及び技能を身に付けること。
（ア）平行線や角の性質を理解すること。
（イ）多角形の角についての性質が見いだせること
を知ること。

イ　次のような思考力、判断力、表現力等を身に付
けること。

（ア）基本的な平面図形の性質を見いだし、平行線や
角の性質を基にしてそれらを確かめ説明すること。

Ｂ　図　形
（1）観察、操作や実験などの活動を通して、基本的な
平面図形の性質を見いだし、平行線の性質を基にし
てそれらを確かめることができるようにする。
ア　平行線や角の性質を理解し、それに基づいて図
形の性質を確かめ説明すること。

イ　平行線の性質や三角形の角についての性質を基
にして、多角形の角についての性質が見いだせる
ことを知ること。

第３学年 Ｃ　関数
（1）関数y＝ax2について、数学的活動を通して、次
の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア　次のような知識及び技能を身に付けること。
（ア）関数y＝ax2について理解すること。
（イ）事象の中には関数y＝ax2として捉えられるも
のがあることを知ること。

（ウ）いろいろな事象の中に、関数関係があること
を理解すること。

イ　次のような思考力、判断力、表現力等を身に付
けること。

（ア）関数y＝ax2として捉えられる二つの数量につ
いて、変化や対応の特徴を見いだし、表、式、グ
ラフを相互に関連付けて考察し表現すること。

（イ）関数y＝ax2を用いて具体的な事象を捉え考察
し表現すること。

Ｃ　関数
（1）具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、そ
れらの変化や対応を調べることを通して、関数y＝
ax2について理解するとともに、関数関係を見いだ
し表現し考察する能力を伸ばす。
ア　事象の中には関数y＝ax2としてとらえられるも
のがあることを知ること。

イ　関数y＝ax2について、表、式、グラフを相互に
関連付けて理解すること。

ウ　関数y＝ax2を用いて具体的な事象をとらえ説明
すること。

エ　いろいろな事象の中に、関数関係があることを
理解すること。

理 科

第１分野 （7）科学技術と人間
科学技術と人間との関わりについての観察、実験

などを通して、次の事項を身に付けることができる
よう指導する。
ア　日常生活や社会と関連付けながら、次のことを

（7）科学技術と人間
エネルギー資源の利用や科学技術の発展と人間生

活とのかかわりについて認識を深め、自然環境の保
全と科学技術の利用の在り方について科学的に考察
し判断する態度を養う。
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理解するとともに、それらの観察、実験などに関
する技能を身に付けること。

（ア）エネルギーと物質
㋐　エネルギーとエネルギー資源
様々なエネルギーとその変換に関する観察、
実験などを通して、日常生活や社会では様々な
エネルギーの変換を利用していることを見いだ
して理解すること。また、人間は、水力、火力、
原子力、太陽光などからエネルギーを得ている
ことを知るとともに、エネルギー資源の有効な
利用が大切であることを認識すること。
㋑　様々な物質とその利用
物質に関する観察、実験などを通して、日常
生活や社会では、様々な物質が幅広く利用され
ていることを理解するとともに、物質の有効な
利用が大切であることを認識すること。
㋒　科学技術の発展
科学技術の発展の過程を知るとともに、科学
技術が人間の生活を豊かで便利にしていること
を認識すること。

（イ）自然環境の保全と科学技術の利用
㋐　自然環境の保全と科学技術の利用
自然環境の保全と科学技術の利用の在り方に
ついて科学的に考察することを通して、持続可
能な社会をつくることが重要であることを認識
すること。

イ　日常生活や社会で使われているエネルギーや物
質について、見通しをもって観察、実験などを行
い、その結果を分析して解釈するとともに、自然
環境の保全と科学技術の利用の在り方について、
科学的に考察して判断すること。

ア　エネルギー
（ア）様々なエネルギーとその変換

エネルギーに関する観察、実験を通して、日常
生活や社会では様々なエネルギーの変換を利用し
ていることを理解すること。

（イ）エネルギー資源
人間は、水力、火力、原子力などからエネルギー

を得ていることを知るとともに、エネルギーの有
効な利用が大切であることを認識すること。

イ　科学技術の発展
（ア）科学技術の発展

科学技術の発展の過程を知るとともに、科学技
術が人間の生活を豊かで便利にしてきたことを認
識すること。

ウ　自然環境の保全と科学技術の利用
（ア）自然環境の保全と科学技術の利用

自然環境の保全と科学技術の利用の在り方につ
いて科学的に考察し、持続可能な社会をつくるこ
とが重要であることを認識すること。

第２分野 （2）大地の成り立ちと変化
大地の成り立ちと変化についての観察、実験など
を通して、次の事項を身に付けることができるよう
指導する。
ア　大地の成り立ちと変化を地表に見られる様々な
事物・現象と関連付けながら、次のことを理解す
るとともに、それらの観察、実験などに関する技
能を身に付けること。

（ア）身近な地形や地層、岩石の観察
㋐　身近な地形や地層、岩石の観察
身近な地形や地層、岩石などの観察を通して、
土地の成り立ちや広がり、構成物などについて
理解するとともに、観察器具の操作、記録の仕
方などの技能を身に付けること。

（イ）地層の重なりと過去の様子
㋐　地層の重なりと過去の様子
地層の様子やその構成物などから地層のでき
方を考察し、重なり方や広がり方についての規
則性を見いだして理解するとともに、地層とそ
の中の化石を手掛かりとして過去の環境と地質
年代を推定できることを理解すること。

（2）大地の成り立ちと変化
大地の活動の様子や身近な岩石、地層、地形など

の観察を通して、地表に見られる様々な事物・現象
を大地の変化と関連付けて理解させ、大地の変化に
ついての認識を深める。
ア　火山と地震
（ア）火山活動と火成岩

火山の形、活動の様子及びその噴出物を調べ、
それらを地下のマグマの性質と関連付けてとらえ
るとともに、火山岩と深成岩の観察を行い、それ
らの組織の違いを成因と関連付けてとらえること。

（イ）地震の伝わり方と地球内部の働き
地震の体験や記録を基に、その揺れの大きさや

伝わり方の規則性に気付くとともに、地震の原因
を地球内部の働きと関連付けてとらえ、地震に伴
う土地の変化の様子を理解すること。

イ　地層の重なりと過去の様子
（ア）地層の重なりと過去の様子

野外観察などを行い、観察記録を基に、地層の
でき方を考察し、重なり方や広がり方についての
規則性を見いだすとともに、地層とその中の化石
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（ウ）火山と地震
㋐　火山活動と火成岩
火山の形、活動の様子及びその噴出物を調べ、

それらを地下のマグマの性質と関連付けて理解す
るとともに、火山岩と深成岩の観察を行い、それ
らの組織の違いを成因と関連付けて理解すること。
㋑　地震の伝わり方と地球内部の働き
地震の体験や記録を基に、その揺れの大きさ

や伝わり方の規則性に気付くとともに、地震の
原因を地球内部の働きと関連付けて理解し、地
震に伴う土地の変化の様子を理解すること。

（エ）自然の恵みと火山災害・地震災害
㋐　自然の恵みと火山災害・地震災害自然がもた
らす恵み及び火山災害と地震災害について調べ、
これらを火山活動や地震発生の仕組みと関連付
けて理解すること。

イ　大地の成り立ちと変化について、問題を見いだし
見通しをもって観察、実験などを行い、地層の重な
り方や広がり方の規則性、地下のマグマの性質と火
山の形との関係性などを見いだして表現すること。

を手掛かりとして過去の環境と地質年代を推定す
ること。

音 楽

第１学年 Ａ　表　現
（1）歌唱の活動を通して、次の事項を身に付けること
ができるよう指導する。
ア　歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かした
りしながら、歌唱表現を創意工夫すること。

イ　次の（ア）及び（イ）について理解すること。
（ア）曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わり
（イ）声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じ
た発声との関わり

ウ　次の（ア）及び（イ）の技能を身に付けること。
（ア）創意工夫を生かした表現で歌うために必要な
発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能

（イ）創意工夫を生かし、全体の響きや各声部の声
などを聴きながら他者と合わせて歌う技能

Ａ　表　現
（1）歌唱の活動を通して、次の事項を指導する。
ア　歌詞の内容や曲想を感じ取り、表現を工夫して
歌うこと。

イ　曲種に応じた発声により、言葉の特性を生かし
て歌うこと。

ウ　声部の役割や全体の響きを感じ取り、表現を工
夫しながら合わせて歌うこと。

第２学年
及び
第３学年

Ｂ　鑑　賞
（1）鑑賞の活動を通して、次の事項を身に付けること
ができるよう指導する。
ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら、
次の（ア）から（ウ）までについて考え、音楽の
よさや美しさを味わって聴くこと。

（ア）曲や演奏に対する評価とその根拠
（イ）生活や社会における音楽の意味や役割
（ウ）音楽表現の共通性や固有性
イ　次の（ア）から（ウ）までについて理解すること。
（ア）曲想と音楽の構造との関わり
（イ）音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他
の芸術との関わり

（ウ）我が国や郷土の伝統音楽及び諸外国の様々な音
楽の特徴と、その特徴から生まれる音楽の多様性

Ｂ　鑑　賞
（1）鑑賞の活動を通して、次の事項を指導する。
ア　音楽を形づくっている要素や構造と曲想とのか
かわりを理解して聴き、根拠をもって批評するな
どして、音楽のよさや美しさを味わうこと。

イ　音楽の特徴をその背景となる文化・歴史や他の
芸術と関連付けて理解して、鑑賞すること。

ウ　我が国や郷土の伝統音楽及び諸外国の様々な音
楽の特徴から音楽の多様性を理解して、鑑賞する
こと。

（2）鑑賞教材は、我が国や郷土の伝統音楽を含む我が
国及び諸外国の様々な音楽のうち、指導のねらいに
適切なものを取り扱う。
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美　術

第１学年 Ａ　表　現
（1）表現の活動を通して、次のとおり発想や構想に関
する資質・能力を育成する。
ア　感じ取ったことや考えたことなどを基に、絵や
彫刻などに表現する活動を通して、発想や構想に
関する次の事項を身に付けることができるよう指
導する。

（ア）対象や事象を見つめ感じ取った形や色彩の特
徴や美しさ、想像したことなどを基に主題を生み
出し、全体と部分との関係などを考え、創造的な
構成を工夫し、心豊かに表現する構想を練ること。
イ　伝える、使うなどの目的や機能を考え、デザイ
ンや工芸などに表現する活動を通して、発想や構
想に関する次の事項を身に付けることができるよ
う指導する。

（ア）構成や装飾の目的や条件などを基に、対象の
特徴や用いる場面などから主題を生み出し、美的
感覚を働かせて調和のとれた美しさなどを考え、
表現の構想を練ること。

（イ）伝える目的や条件などを基に、伝える相手や
内容などから主題を生み出し、分かりやすさと美
しさなどとの調和を考え、表現の構想を練ること。

（ウ）使う目的や条件などを基に、使用する者の気
持ち、材料などから主題を生み出し、使いやすさ
や機能と美しさなどとの調和を考え、表現の構想
を練ること。

Ａ　表　現
（1）感じ取ったことや考えたことなどを基に、絵や彫
刻などに表現する活動を通して、発想や構想に関す
る次の事項を指導する。
ア　対象を見つめ感じ取った形や色彩の特徴や美し
さ、想像したことなどを基に主題を生み出すこと。

イ　主題などを基に、全体と部分との関係などを考
えて創造的な構成を工夫し、心豊かに表現する構
想を練ること。

（2）伝える、使うなどの目的や機能を考え、デザイン
や工芸などに表現する活動を通して、発想や構想に
関する次の事項を指導する。
ア　目的や条件などを基に、美的感覚を働かせて、
構成や装飾を考え、表現の構想を練ること。

イ　他者の立場に立って、伝えたい内容について分
かりやすさや美しさなどを考え、表現の構想を練
ること。

ウ　用途や機能、使用する者の気持ち、材料などか
ら美しさなどを考え、表現の構想を練ること。

第２学年
及び
第３学年

Ｂ　鑑　賞
（1）鑑賞の活動を通して、次のとおり鑑賞に関する資
質・能力を育成する。
ア　美術作品などの見方や感じ方を深める活動を通
して、鑑賞に関する次の事項を身に付けることが
できるよう指導する。

（ア）造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心
情や表現の意図と創造的な工夫などについて考え
るなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深め
ること。

（イ）目的や機能との調和のとれた洗練された美し
さなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創
造的な工夫などについて考えるなどして、美意識
を高め、見方や感じ方を深めること。
イ　生活や社会の中の美術の働きや美術文化につい
ての見方や感じ方を深める活動を通して、鑑賞に
関する次の事項を身に付けることができるよう指
導する。

（ア）身近な環境の中に見られる造形的な美しさな
どを感じ取り、安らぎや自然との共生などの視点
から生活や社会を美しく豊かにする美術の働きに
ついて考えるなどして、見方や感じ方を深めるこ
と。

（イ）日本の美術作品や受け継がれてきた表現の特
質などから、伝統や文化のよさや美しさを感じ取

Ｂ　鑑　賞
（1）美術作品などのよさや美しさを感じ取り味わう活
動を通して、鑑賞に関する次の事項を指導する。
ア　造形的なよさや美しさ、作者の心情や意図と創
造的な表現の工夫、目的や機能との調和のとれた
洗練された美しさなどを感じ取り見方を深め、作
品などに対する自分の価値意識をもって批評し合
うなどして、美意識を高め幅広く味わうこと。

イ　美術作品などに取り入れられている自然のよさ
や、自然や身近な環境の中に見られる造形的な美
しさなどを感じ取り、安らぎや自然との共生など
の視点から、生活を美しく豊かにする美術の働き
について理解すること。

ウ　日本の美術の概括的な変遷や作品の特質を調べ
たり、それらの作品を鑑賞したりして、日本の美
術や伝統と文化に対する理解と愛情を深めるとと
もに、諸外国の美術や文化との相違と共通性に気
付き、それぞれのよさや美しさなどを味わい、美
術を通した国際理解を深め、美術文化の継承と創
造への関心を高めること。
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り愛情を深めるとともに、諸外国の美術や文化と
の相違点や共通点に気付き、美術を通した国際理
解や美術文化の継承と創造について考えるなどし
て、見方や感じ方を深めること。

保健体育

体育分野
第１学年
及び
第２学年

Ａ　体つくり運動
体つくり運動について、次の事項を身に付けること
ができるよう指導する。
（1）次の運動を通して、体を動かす楽しさや心地よさ
を味わい、体つくり運動の意義と行い方、体の動き
を高める方法などを理解し、目的に適した運動を身
に付け、組み合わせること。
ア　体ほぐしの運動では、手軽な運動を行い、心と
体との関係や心身の状態に気付き、仲間と積極的
に関わり合うこと。

イ　体の動きを高める運動では、ねらいに応じて、
体の柔らかさ、巧みな動き、力強い動き、動きを
持続する能力を高めるための運動を行うとともに、
それらを組み合わせること。

（2）自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考
えたことを他者に伝えること。

（3）体つくり運動に積極的に取り組むとともに、仲間
の学習を援助しようとすること、一人一人の違いに応
じた動きなどを認めようとすること、話合いに参加し
ようとすることなどや、健康・安全に気を配ること。

Ａ　体つくり運動
（1）次の運動を通して、体を動かす楽しさや心地よさ
を味わい、体力を高め、目的に適した運動を身に付
け、組み合わせることができるようにする。
ア　体ほぐしの運動では、心と体の関係に気付き、
体の調子を整え、仲間と交流するための手軽な運
動や律動的な運動を行うこと。

イ　体力を高める運動では、ねらいに応じて、体の
柔らかさ、巧みな動き、力強い動き、動きを持続
する能力を高めるための運動を行うとともに、そ
れらを組み合わせて運動の計画に取り組むこと。

（2）体つくり運動に積極的に取り組むとともに、分担
した役割を果たそうとすることなどや、健康・安全
に気を配ることができるようにする。

（3）体つくり運動の意義と行い方、運動の計画の立て
方などを理解し、課題に応じた運動の取り組み方を
工夫できるようにする。

体育分野
第３学年

Ｈ　体育理論
（1）文化としてのスポーツの意義について、課題を発
見し、その解決を目指した活動を通して、次の事項
を身に付けることができるよう指導する。
ア　文化としてのスポーツの意義について理解する
こと。

（ア）スポーツは、文化的な生活を営みよりよく生
きていくために重要であること。

（イ）オリンピックやパラリンピック及び国際的な
スポーツ大会などは、国際親善や世界平和に大き
な役割を果たしていること。

（ウ）スポーツは、民族や国、人種や性、障害の違
いなどを超えて人々を結び付けていること。

イ　文化としてのスポーツの意義について、自己の
課題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断
するとともに、他者に伝えること。

ウ　文化としてのスポーツの意義についての学習に
自主的に取り組むこと。

Ｈ　体育理論
（1）文化としてのスポーツの意義について理解できる
ようにする。
ア　スポーツは文化的な生活を営み、よりよく生き
ていくために重要であること。

イ　オリンピックや国際的なスポーツ大会などは、
国際親善や世界平和に大きな役割を果たしている
こと。

ウ　スポーツは、民族や国、人種や性、障害の違い
などを超えて人々を結び付けていること。

保健分野 （1）健康な生活と疾病の予防について、課題を発見
し、その解決を目指した活動を通して、次の事項を
身に付けることができるよう指導する。
ア　健康な生活と疾病の予防について理解を深める
こと。

（ア）健康は、主体と環境の相互作用の下に成り立っ

（4）健康な生活と疾病の予防について理解を深めるこ
とができるようにする。
ア　健康は、主体と環境の相互作用の下に成り立っ
ていること。また、疾病は、主体の要因と環境の
要因がかかわり合って発生すること。

イ　健康の保持増進には、年齢、生活環境等に応じ
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ていること。また、疾病は、主体の要因と環境の
要因が関わり合って発生すること。

（イ）健康の保持増進には、年齢、生活環境等に応
じた運動、食事、休養及び睡眠の調和のとれた生
活を続ける必要があること。

（ウ）生活習慣病などは、運動不足、食事の量や質
の偏り、休養や睡眠の不足などの生活習慣の乱れ
が主な要因となって起こること。また、生活習慣
病などの多くは、適切な運動、食事、休養及び睡
眠の調和のとれた生活を実践することによって予
防できること。

（エ）喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、心身に
様々な影響を与え、健康を損なう原因となること。
また、これらの行為には、個人の心理状態や人間
関係、社会環境が影響することから、それぞれの
要因に適切に対処する必要があること。

（オ）感染症は、病原体が主な要因となって発生す
ること。また、感染症の多くは、発生源をなくす
こと、感染経路を遮断すること、主体の抵抗力を
高めることによって予防できること。

（カ）健康の保持増進や疾病の予防のためには、個
人や社会の取組が重要であり、保健・医療機関を
有効に利用することが必要であること。また、医
薬品は、正しく使用すること。
イ　健康な生活と疾病の予防について、課題を発見
し、その解決に向けて思考し判断するとともに、
それらを表現すること。

た食事、運動、休養及び睡眠の調和のとれた生活
を続ける必要があること。また、食事の量や質の
偏り、運動不足、休養や睡眠の不足などの生活習
慣の乱れは、生活習慣病などの要因となること。

ウ　喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、心身に様々
な影響を与え、健康を損なう原因となること。ま
た、これらの行為には、個人の心理状態や人間関
係、社会環境が影響することから、それぞれの要
因に適切に対処する必要があること。

エ　感染症は、病原体が主な要因となって発生する
こと。また、感染症の多くは、発生源をなくすこ
と、感染経路を遮断すること、主体の抵抗力を高
めることによって予防できること。

オ　健康の保持増進や疾病の予防には、保健・医療
機関を有効に利用することがあること。また、医
薬品は、正しく使用すること。カ個人の健康は、
健康を保持増進するための社会の取組と密接なか
かわりがあること。

技術・家庭

技術分野 Ｄ　情報の技術
（1）生活や社会を支える情報の技術について調べる活
動などを通して、次の事項を身に付けることができ
るよう指導する。
ア　情報の表現、記録、計算、通信の特性等の原理・
法則と、情報のデジタル化や処理の自動化、シス
テム化、情報セキュリティ等に関わる基礎的な技
術の仕組み及び情報モラルの必要性について理解
すること。
イ　技術に込められた問題解決の工夫について考え
ること。

（2）生活や社会における問題を、ネットワークを利用
した双方向性のあるコンテンツのプログラミングに
よって解決する活動を通して、次の事項を身に付け
ることができるよう指導する。
ア　情報通信ネットワークの構成と、情報を利用す
るための基本的な仕組みを理解し、安全・適切な
プログラムの制作、動作の確認及びデバッグ等が
できること。
イ　問題を見いだして課題を設定し、使用するメディ
アを複合する方法とその効果的な利用方法等を構
想して情報処理の手順を具体化するとともに、制
作の過程や結果の評価、改善及び修正について考
えること。

Ｄ　情報に関する技術
（1）情報通信ネットワークと情報モラルについて、次
の事項を指導する。
ア　コンピュータの構成と基本的な情報処理の仕組
みを知ること。

イ　情報通信ネットワークにおける基本的な情報利
用の仕組みを知ること。

ウ　著作権や発信した情報に対する責任を知り、情
報モラルについて考えること。

エ　情報に関する技術の適切な評価・活用について
考えること。

（2）ディジタル作品の設計・制作について、次の事項
を指導する。
ア　メディアの特徴と利用方法を知り、制作品の設
計ができること。

イ　多様なメディアを複合し、表現や発信ができる
こと。

（3）プログラムによる計測・制御について、次の事項
を指導する。
ア　コンピュータを利用した計測・制御の基本的な
仕組みを知ること。

イ　情報処理の手順を考え、簡単なプログラムが作
成できること。
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（3）生活や社会における問題を、計測・制御のプログ
ラミングによって解決する活動を通して、次の事項
を身に付けることができるよう指導する。
ア　計測・制御システムの仕組みを理解し、安全・
適切なプログラムの制作、動作の確認及びデバッ
グ等ができること。

イ　問題を見いだして課題を設定し、入出力される
データの流れを元に計測・制御システムを構想して
情報処理の手順を具体化するとともに、制作の過程
や結果の評価、改善及び修正について考えること。

（4）これからの社会の発展と情報の技術の在り方を考
える活動などを通して、次の事項を身に付けること
ができるよう指導する。
ア　生活や社会、環境との関わりを踏まえて、技術
の概念を理解すること。

イ　技術を評価し、適切な選択と管理・運用の在り
方や、新たな発想に基づく改良と応用について考
えること。

家庭分野 Ａ　家族・家庭生活
次の（1）から（4）までの項目について、課題を
もって、家族や地域の人々と協力・協働し、よりよい
家庭生活に向けて考え、工夫する活動を通して、次の
事項を身に付けることができるよう指導する。
（1）自分の成長と家族・家庭生活
ア　自分の成長と家族や家庭生活との関わりが分か
り、家族・家庭の基本的な機能について理解する
とともに、家族や地域の人々と協力・協働して家
庭生活を営む必要があることに気付くこと。

（2）幼児の生活と家族
ア　次のような知識を身に付けること。
（ア）幼児の発達と生活の特徴が分かり、子供が育
つ環境としての家族の役割について理解すること。

（イ）幼児にとっての遊びの意義や幼児との関わり
方について理解すること。

イ　幼児とのよりよい関わり方について考え、工夫
すること。

（3）家族・家庭や地域との関わり
ア　次のような知識を身に付けること。
（ア）家族の互いの立場や役割が分かり、協力する
ことによって家族関係をよりよくできることにつ
いて理解すること。

（イ）家庭生活は地域との相互の関わりで成り立っ
ていることが分かり、高齢者など地域の人々と協
働する必要があることや介護など高齢者との関わ
り方について理解すること。

イ　家族関係をよりよくする方法及び高齢者など地
域の人々と関わり、協働する方法について考え、
工夫すること。

（4）家族・家庭生活についての課題と実践
ア　家族、幼児の生活又は地域の生活の中から問題
を見いだして課題を設定し、その解決に向けてよ
りよい生活を考え、計画を立てて実践できること。

Ａ　家族・家庭と子どもの成長
（1）自分の成長と家族について、次の事項を指導する。
ア　自分の成長と家族や家庭生活とのかかわりにつ
いて考えること。

（2）家庭と家族関係について、次の事項を指導する。
ア　家庭や家族の基本的な機能と、家庭生活と地域
とのかかわりについて理解すること。

イ　これからの自分と家族とのかかわりに関心をも
ち、家族関係をよりよくする方法を考えること。

（3）幼児の生活と家族について、次の事項を指導する。
ア　幼児の発達と生活の特徴を知り、子どもが育つ
環境としての家族の役割について理解すること。

イ　幼児の観察や遊び道具の製作などの活動を通し
て、幼児の遊びの意義について理解すること。

ウ　幼児と触れ合うなどの活動を通して、幼児への
関心を深め、かかわり方を工夫できること。

エ　家族又は幼児の生活に関心をもち、課題をもっ
て家族関係又は幼児の生活について工夫し、計画
を立てて実践できること。
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外国語

（1）言語活動
イ　話すこと
主として次の事項について指導する。

（ア）強勢、イントネーション、区切りなど基本的
な英語の音声の特徴をとらえ、正しく発音するこ
と。

（イ）自分の考えや気持ち、事実などを聞き手に正
しく伝えること。

（ウ）聞いたり読んだりしたことなどについて、問
答したり意見を述べ合ったりなどすること。

（エ）つなぎ言葉を用いるなどのいろいろな工夫を
して話を続けること。

（オ）与えられたテーマについて簡単なスピーチを
すること。

①言語活動に関する事項
エ　話すこと［やり取り］
（ア）関心のある事柄について、相手からの質問に
対し、その場で適切に応答したり、関連する質問
をしたりして、互いに会話を継続する活動。

（イ）日常的な話題について、伝えようとする内容
を整理し、自分で作成したメモなどを活用しなが
ら相手と口頭で伝え合う活動。

（ウ）社会的な話題に関して聞いたり読んだりした
ことから把握した内容に基づき、読み取ったこと
や感じたこと、考えたことなどを伝えた上で、相
手からの質問に対して適切に応答したり自ら質問
し返したりする活動。

オ　話すこと［発表］
（ア）関心のある事柄について、その場で考えを整
理して口頭で説明する活動。

（イ）日常的な話題について、事実や自分の考え、
気持ちなどをまとめ、簡単なスピーチをする活動。

（ウ）社会的な話題に関して聞いたり読んだりした
ことから把握した内容に基づき、自分で作成した
メモなどを活用しながら口頭で要約したり、自分
の考えや気持ちなどを話したりする活動。

特別の教科 道徳

Ａ　主として自分自身に関すること
［自主、自律、自由と責任］
自律の精神を重んじ、自主的に考え、判断し、誠実
に実行してその結果に責任をもつこと。
［節度、節制］
望ましい生活習慣を身に付け、心身の健康の増進を
図り、節度を守り節制に心掛け、安全で調和のある生
活をすること。
［向上心、個性の伸長］
自己を見つめ、自己の向上を図るとともに、個性を
伸ばして充実した生き方を追求すること。
［希望と勇気、克己と強い意志］
より高い目標を設定し、その達成を目指し、希望と
勇気をもち、困難や失敗を乗り越えて着実にやり遂げ
ること。
［真理の探究、創造］
真実を大切にし、真理を探究して新しいものを生み
出そうと努めること。

１　主として自分自身に関すること。
（1）望ましい生活習慣を身に付け、心身の健康の増進
を図り、節度を守り節制に心掛け調和のある生活を
する。

（2）より高い目標を目指し、希望と勇気をもって着実
にやり抜く強い意志をもつ。

（3）自律の精神を重んじ、自主的に考え、誠実に実行
してその結果に責任をもつ。

（4）真理を愛し、真実を求め、理想の実現を目指して
自己の人生を切り拓いていく。

（5）自己を見つめ、自己の向上を図るとともに、個性
を伸ばして充実した生き方を追求する。

総合的な学習の時間

（3）第２の各学校において定める目標及び内容につい
ては、日常生活や社会とのかかわりを重視すること。

３　各学校において定める目標及び内容の取扱い
各学校において定める目標及び内容の設定に当たっ

ては、次の事項に配慮するものとする。
（1）各学校において定める目標については、各学校に
おける教育目標を踏まえ、総合的な学習の時間を通
して育成を目指す資質・能力を示すこと。
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（2）各学校において定める目標及び内容については、
他教科等の目標及び内容との違いに留意しつつ、他
教科等で育成を目指す資質・能力との関連を重視す
ること。

（3）各学校において定める目標及び内容については、
日常生活や社会との関わりを重視すること。

（4）各学校において定める内容については、目標を実
現するにふさわしい探究課題、探究課題の解決を通
して育成を目指す具体的な資質・能力を示すこと。

（5）目標を実現するにふさわしい探究課題について
は、学校の実態に応じて、例えば、国際理解、情報、
環境、福祉・健康などの現代的な諸課題に対応する
横断的・総合的な課題、地域や学校の特色に応じた
課題、生徒の興味・関心に基づく課題、職業や自己
の将来に関する課題などを踏まえて設定すること。

特別活動

学級活動 （1）学級や学校における生活づくりへの参画
ア　学級や学校における生活上の諸問題の解決
学級や学校における生活をよりよくするための

課題を見いだし、解決するために話し合い、合意
形成を図り、実践すること。

イ　学級内の組織づくりや役割の自覚
学級生活の充実や向上のため、生徒が主体的に

組織をつくり、役割を自覚しながら仕事を分担し
て、協力し合い実践すること。

ウ　学校における多様な集団の生活の向上
生徒会など学級の枠を超えた多様な集団におけ

る活動や学校行事を通して学校生活の向上を図る
ため、学級としての提案や取組を話し合って決め
ること。

（1）学級や学校の生活づくり
ア　学級や学校における生活上の諸問題の解決
イ　学級内の組織づくりや仕事の分担処理
ウ　学校における多様な集団の生活の向上

生徒会
活動

（1）生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営
生徒が主体的に組織をつくり、役割を分担し、計画
を立て、学校生活の課題を見いだし解決するために話
し合い、合意形成を図り実践すること。

（1）生徒会の計画や運営

学校行事 （1）儀式的行事
学校生活に有意義な変化や折り目を付け、厳粛で清
新な気分を味わい、新しい生活の展開への動機付けと
なるようにすること。

（1）儀式的行事
学校生活に有意義な変化や折り目を付け、厳粛で清

新な気分を味わい、新しい生活の展開への動機付けと
なるような活動を行うこと。
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